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. 

. 

- 

- 

' 

■

.
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V-
'

期
税
を
經
濟
學
：

g

見

地

娶

つ

て

研

究

し

た

の

は..1

ァ
ド
才
を
以
.て

ぞ

の

雲

と

す

ん
2
^
0
,

:
祖
稅
：の
國
民
經
濟
的
意
義
は
彼

.れ
に
よ
つ
セ
は
じ
め
て
明
-

に̂
ざ
れ
た
。
即
ち
租
税
經
濟
の
、理
念
は
ま
づ
リ
ヵ
ァ
.ド
オ
に
よ
つ
.て
拓

：か

れ

た
.の
で
あ
る
。
無
論
杏
典 

的

倘

人

：中
：
義

に

と

ひ

て

.
は

 

>國
家
は
1

0の
害
悪
であ

：.

つ
：たS

S
。
'.
從

.
つ
て

租

稅

經

：濟

Q.

理
念
が
賞
か
れ
て
ゐ
る
S

6.
0
然

b
今
吾
.々
は
斯
る
個
.人
主
義
思
想
を
問
題
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
斯
る
⑽
畠
の

.

.

.

.

.
' 

■ 

■ 

• 

. 

■ 

、
 

. 

- 

• 
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 ̂
申
.

も
と
に
お
い
て
、
租
税
經
濟.の
理
念
が
如
何
に
し
て
ポ
立
し
た
か
を
說
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
租
税
經
濟
と
い
ふ
芷
し 

い
.論
理
が
リ
か
...
プ
F
,オ
.の
理
論
に
よ
づ
て
は
じ
め
て
成
立'し
た
こ
と
■.を
識
办
ば
よ
い
。.さ
ぅ
し
.て
租
税
を
國
民
經
濟
と
.の
內
的
關
聯
に 

お
い
て
规
解
す
る
と
と
，

一.層
的
確
に
言
.へ
ば
、
强
制
獲
得
經
濟
と
し
て
の
祖
税
が
、
國
民
經
濟
.の
樽
造
に
お
い
て
.如
何
な
る
地
位
を

I 

.

.

.

.

.

. 

. 

'

占
：め
る
か
を
、.祖
稅
规
論
の
.客
體
と
し
.て
把
捉
す
る
こ
と
が"
.リ
.カ
ァ
ド
オ
に
よ
つ
，て
如
何
に
說
明
さ
れ
た
か.を
示
さ
ぅ
。
，
こ
の
理
論

は
實
に
祖
税
經
濟
'0
’第
.
1
;
:
の
關
門
で
あ
つ
だ
0

,.
:

パ

：
. 

V 

.

.

•

•

/
'

'

■

' 

' 

.

•* 

* 
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. 
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訪
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註
二
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w
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w
o
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「

リ
ヵ
て
'>
.ォ
.は
租
税
の
抽
’象
的
理
念
を
說
か
ず
し
て
、
：祖
税
經
濟
を
明
か
に
し
た
0
.即
ち
彼
れ
は
租
稅
を
何
等
か
0
目
的
概
念
に
よ 

つ
て
規
定
す
る
こ
と
な
く
、
租
税
•の
本
質
を
國
民
經
濟
上
に
お
げ
る
'

|

事
實
と
し
て
承
し
た
。
そ
に
に
租
税
經
濟
のs

し

：'
い

發

足

が

あ

 ̂
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:義
經

濟
'
S
 念

- 

、，-
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七
六
.

(

七
六〕

..
'

' 

:

彼
れ
は
義
の
意
義
に
つ
い
て.次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。I

「

租

稅

はI

國
勞
働
s

_
物

の一

部
分
の
政
府
3

分
に
娄
せ
ら
、
 

れ
た
る
'も
の
で
^
つ
て
ー
常
;;
^
究
局
興
國
の
資
本
如
取
人
か:'
0
何

版

か
<3
:
'
-|)
.
菱

挪

播

れ

る
4-
の
：で
ぁ
を
1-
'(

胜」

V
O 

.
と
0
言
葉
0.
禅
に
は
、
. 

マ

_
、

：
'7

、

'，
租
税
*
國̂

須

ず

の

關

聯

が
■

念

て

^
る
：？I

ァ
ド
珍
は
、
^
^
^
 ̂

資
.
よ̂
.
o生 

.

.
,
. 

る
生
趦
物
を
總
所
得
と
し
、

々
れ
が
地
代
，
質
銀
、
':
'
-利
潤
I

;
荖

I

說

安

f

:
が
、
；
租
税
は
か
、

る

所

得

か

蓄

拂

は̂ 

■

:

..
;も
の
で
.ぁ
つ

て

：
、
國

民

經

摘

的

邀

底

.の
上
に
立
0
生
產
物
め
|
.部
.に
外
な
ら
ぬ
0
:べ

V
.
.
.

彼
れ
'に
よ
れ
ば
、

勝

の

屏

坐

藤:#
1
が

そ

：
の
.
年

名

 

其
資
本
を
增
す
と
謂
は
れ
、
そ
の
年
々
の

- 

1

^
 

f

 

資
本
は
生
産
0 .
.
.

,

.
增

ヵ

ヵ
h或
.は
木
_

的

消

費

の

減

繁
K
よ
.つ
て
之
を
增
し
得
る
も
の
：で
お
る
；。
そ

AJ

で
政
府
の
消
費
が
そ
の
租
歡2

徵
に
よ
つ 

蒙

：

'

へ

：
'
: 

' 

そ
墙
f

る
場
洽
•
诺
し
人
民
に
し
て
は
に
應
ず
る
に
、
：生

省

增

加

か

、
：穡
費
の
減
羅
か
を
以
て

1
れ
ぱ
.
.，祖
税
は
收
入
の
上_に

雩

^

，

•
■
>

-

.

...

.下
し
5

國

の

資

本

は

損

焚
S

®
る
|

|

?
併

し

ヤ

ら

、
：
若

し

_も
人
玲
の
侧
に
お
い，
.

5 

.

響

’：
ニ
.
.
:
;
.
不
生
康
的
箱
費
の
：減
少
す
名
こ
と
^
な
け
れ
ば

 
>
钽 

即

ち

生

產

的

消

費

に

.充

て

ら

れ

た

獨

：
-:
:)

丨
：
.
.
ン 

若

.

し
も
人
§

政
府
と
の
侧
.に
お
け
る
同
じ
不
生
産
的
消
費I

げ

髮

■て
、
.年
々
.§

蒙

は

絕

委
 

. 

.

.

:

:

■;
:

一

及

び

國

家

の

資

源

は

：益

々

■大
な
る
速
俊
を
以
^
^

'■.
卵
:<
て
彼
れ
は
祖
稅
を
以.て
.國
民
經
«
の
.發
膜
を
阻
害
す
-る
?)
の
と
'レ
た
o
r苟
も
耝
稅
.に
し
て
蓄
積
の
カ
を
減
殺̂
る
頃

き

の
な
い

• 

..... 

■

 ̂

:.
■;
.
.
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:
.

':::
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'
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.
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.

. 
■
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. 

ニ
.
.:
.

. 

.

.

. 

■

: 

.•■
;:
:.
': 

.

:::.
'
:
:
,
.
:
■

と
い
ふ
も
.の
は
な
“い
o
す
.ベ
て
の
.
i

■
は
資
本
か
收
入
か
そ.の
何
れ
か
の
上
に
落
ち
ぬ
け
れ
ば
なb
ぬ

。

策

し

も

輯

税

が

.資

本

を

蠶

食

.• 

. 

. 

■

>
 

• 

- 

•
. 

.

.

.

.
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.

.
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• 
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. 

.，

.： 

- 

. 

‘
：
. 

. 

. 

* 

i 

• 

• 

• 

- 

•
.

f
れ
.ば
、
粗
税
は
^ ;
れ
に
義
じ
て
其
0
’大
小
が
常
^
必
ず
そ
0
國
生
產
的
產
業
の
大
小
を
左
右.
^

守
夂
若
し
も
粗
税
が
悅
ん
の
上
に
落
ち
る
な
ら
ば
ー
、
そ
れ
■̂
必
廉
蓄
積
：̂

^

®̂:
L
め
各
か
'
然
ら
ず
ん
ば
、
納
稅
蓉を
し
て
、

.
• 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

I 

.

.

.

.

.

. 

.

.

'

其
の
從
來
ぬ
办
需
品
及
说
贊
澤
品
の
不
生
產
的
消
費
を
相
當
削
減
す
る
こ
と
に

-J
:
つ
へ
て.、
祖
棟
金
額
を
節
約
す
る
こ
；と
を
已
：む
な
か
ら

* 

• 

.
•
•
•
•
.
« 

•• 

•
* 

.• 

•
•
•
•
•
-
•
•
•
(

■ 

• 

. 

• 

• 

. 

•

し

め
^
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
或
勸
の
粗
税
が
こ
の
結
果
を
生
ず
る
程
度
锋

 

租
税
を
國

免
.經
w

i

o關
聯
に
お
.い
て
み
た
リ
ガ
ァ
ド
オ
に
と
つ
て
.は
 

> 資
本
餐
積
を
妨
げ
名
が
如
き
租
税
は
避
け
ら
る
ベ
き
.ヤ
ぁ
；る
。
被
つ

.
•
•

■•
•
•
•
-
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• 
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• 

• 

- 

• 
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- 

.

て
已
む
可
G
^-
.る
、
の

粗

税

は
.裙
局
^-
人
に
ょ
0
て
.負
檐
さ
れ
れ
.ぼ
，#
ら
ぬ
。
'さ
.ぅ
1-
.れ
.ば
'不
生
產
的
消
毀
の
抑
腿
に
ょ.つ
て

、
.、
租

税

は

•I 

.

.

.
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- 

• 
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• 

•. 

• 

.
•
*
•
•
-
• 
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資
本
0;
蓄
積
を
妨
げ
.る
.こ
.と
な
く
負
檐
さ
れ
ガ
と
い
ー
ふ0
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.
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. 

• 

•
. 

.
: 

’ 

：
•
'
.
、
.
：

 

-
.
.
.

註
•
1
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'
'リ
：ヵ>
:ド
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經

濟

學

及

び

：課
稅
の
原
理
し
小
泉
博
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三
六
萁
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1"
い
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'
ゾ
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九
ァ.左

‘

* 

1.

三
.八
頁
^
^
 ̂

:
■■
/;
,
:
,
•
'

'■
へ

;
-
.
:
'
ー

 

-■-
,

.

'

.

.

.

.

.

.

. 

• 

- 

■ 

.

.
: 

• 

- 

- 

. 

- 

. ノ
 

. 

- 

' 

: 

，
 

、
 

.

.

. 

•

.
 

圓

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

い
.
..
.
.
t 

.

.

.

.

.

. 

, 

.

.

. 

♦

. 

, 

• 

• 

•

I

併

し

乍̂

リ
；
ヵ
：
ァ
ド
，オ

杧

お

.い
て
咚「

課
.秘
0-
*-
な
る
#
惡
ば
、
’課
稅
目
的
物
の
撰
擇
ょ
り
も
、
寧
ろ
全
體
あ
し
て
の
輿
影
響
の
總 

.額
に
見
出
さ
■.る
.、乂
^
も
仏
で
あ
る
^
彼

れ

に

ょ

れ

ば

ぺ

租

稅

は

必

ザ

し

-̂
資

本

に

賦

課

せ

ら

れ

た

る

の

敌

を

以

セ

資

本

に

對
 

'
た
る
も
'0
.で
弩
>
>文
听
得
に
課
：.せ
ら
.れ
た
ー
る
_
0故
_
以
セ
版
#
ね
_
ず

，
る

粗

稅

た

芩

-

.

. ノ
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一-
, .... 

-

へ
中
最
ぢ@-
'
敷
な
部
分
抹
、.租
：稅
の
.經

濟

お

に

及

ぼ

：
す

影

響

、
；
謂

は

ダ

祖

篇

分

の

流

動

過

' *
:で
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-1

•、
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租
稅
經
濟
の
理
念
 

•

•
• 

、
 

七

八

(

七
八)

け
る
租
税
經
濟
の
實
體
で
ぁ
り
、
同
時.に
分
|

に
結
び
つ
く
意
味
に4

い
て
、
彼
れ
の
經
濟
學
體
系
と
根
本
的
に
相
關
傲
し
て
ゐ
る
。 

■■
&
、
で
姐
稅
.は
純
然
た
る
經
濟
上.の
細

題

と

し

：
て
，
取

扱

は

れ

^
か

る

の

，
セ

ぁ

る,
猫

念

經

濟

走

及

ザ

影

響

、
：租
税
配
君
流
動
媧
程
は.財
政
學
1
^
 ̂

租

税

.ぐ
；
•轉
嫁
は
價
I

■

汔

s

f

も
の
で
ぁ
る
I

謂
は
碁
國
民
經
稿
を
貫
ぐ
：U

I

S

1

I

の
：；：

一

場

面

でf

從

つ 

.
:
'
' I

s

嫁Q

塵

は

國

屢

濟I

.

Sい

れ
ば
、
+
分
に
解
f

れ
な
.
■
實
で
^
^

.
な1.

面
と
し
：て
，
：斯
る
國
民
經
濟1
の
問
題
離
關
聯
て
ゐ
る
こ
と
に
ょ.：つ
て
-:

租
税
經
濟
の
本
質
を
識
ら
ね
ば
な
ら
ぬ。

.

,

:

•

,三

,

' 

.
v

‘ 

.

'

. 

. 

■
:
,

へ
：|

售

|

に

麄

の

問

題

と

た

リ

ヵ
.ァ
I
 

,

の
粗
稅
を
8

税

ま

さ

る

べ
I

の
と
、
I

f
自
さ
る
.べ
き
i

と
に
分
け
て
I

れ

懂

一)

.V 

'

1

0へ
大
內
舊
n

l
ル
ド
の
麗
論
“

(

_

議

集

第
_三
卷
第
一
I

ニ
六
丨
七
頁
參
照

:

先
S

鍵

.I

s

.代
S

す

羞

遝

如

何

。

「

地
代
S

す

る

慕
8

。
地

代

豪

I

J

で
t

ぅ
。
そ
I
は
全
. 

d
地
主
の
負
I

し
、
之
i

.
の
消
費
者
|

も

轉

嫁

す

言

が

出

來

ぬ
|

ぅ
。
.地
主
i

f

 

'

る
土
爲
i

取

で

I

.
唐

物

と

-
他

の

各

品

質

.
の

土

縈

衾

得

せ

ら

J

I
物

と

塞

之

を

そ

の

？

に

委

す

.

卞
 

' 

る
で
：あ
ち
う
か
ら
、
其
地
代
を
引
上
げ
る
、こ
と
は
出
來
ぬ
で
あ
ら
う
。
第
.一
、
第
一
一
、
第
三
級
な
る
三
稱
の
土.地
が
，耕
作
せ
ら
れ
て
ゐ 

lv :
,
「

,

,
.て
、
，同
ー
の
勞
働
を
以
て
夫
々
小
齋1
八
0
、'r

七
o
及
び
一
：六
〇
ク
オ
タT
を
產
出
す
る
o
;併
し
第
三
級
地
は
何
等

q

地
代
を
生
ぜ
.

I::' 

:ず
フ
從
つ
て
課
税
'せ
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得
る
も.の
.で
は
な
い
.0
何
と
.な
れ

r
. ■ 

-

I
: 

. 

• 

.

.

r
'

.

.
'ば
.、
第
三
級
地
の
軿
作
脔
は
地
代
を
も
租
税
を
も
納
め
紅
故
、
到
底
生
產
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格
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來
な
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窖
だ
か
ら
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あ
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。
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に
對
ず
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課
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ら
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あ
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四
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新
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乍
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地
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オ
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地
代
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^
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$.
れ
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ら
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斯
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く
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潤
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る
も
の
で
あ
る
^
註
ニ)

。
斯

く

て
.般
に
地
代
に
對
す
る
狃
税
の
中
に
は
、
利
潤
税
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
部
分
は
地
生
の
負
镥
と

も
な
ら
ず
、
農
業
家
の
炱
擔
と
も
な
ら
ず
し
て
、1(
'
坐
產
物
消
费
济
の
負
婚
に
歸
す
る
と
い
ふ
。

C

註1
〕

リ
ヵ
ァ
ド
.ォ
*
哎
論H

ハ
〇
頁 

丨 

• - 

 ̂

r 

 ̂

^
0

1
 

 ̂

-

:

I

利
潤
•

する租税巧識
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ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
說
い.

y
ゐ
る
o
r帽
子
.に
對
す
：る
：課
税
は\
帽
子
の
價
格
.を
，
靴
に
對
す
る
課
我
は*
:靴
€>
價

格

を

騰

貴

せ

し

め

る

で

.

.あ'ら
ぅ
。
，若
し
左
機
で
な
か
つ.た
な
.ら
ば
、
そ
の
税
は
結
局M:
造
者
に
依
つ
：て.支
拂
.は
れr

'M
造
者
の
利
潤
は
普
通
水
準
以
下
に
引
下
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'
:げ
ら
作
.て
'
.製
造

者

ば
,̂
の
：業
^

粢̂
す
.る
：で
.あ
：
ら

：
ぅ

？

利

潤

に

.對
ず
る
部
分
的
祖
税.は

;̂
そ
.の
：
良

擔

を

加

へ

：
ら

れ

.

$

物

の

價

格

を
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貴
せ
し
め
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.ば
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製
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刹
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の
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利
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ら
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れ
の
利
潤
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そ
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蜎
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ざ
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率
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す
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し
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若
し
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潤
.に
此
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凡
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す
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.更
に
賃
銀
稅
に
つ
い
て
說
か
ぅ'0
...
賃
銀
に
對
ず
る
斑
税
は
、■リ
ヵ
ァ
ド
.オ
に
ょ
^
ば
、
賃
銀
を
騰
貴
せ
し
め
，..從
つ

て

.
資

本

利

潤

の
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'
_を
減
.少
せ
し
め
る
で
あ
.ら
ぅ
0
吾
々
は
旣
に
必
需
品
に
對
す
る
祖
税.は
其
價
格
$:
'
高
む
べ
き
.こ
と
、
又
賃
銀
の
騰
貴$
こ
れ
に
次
い
，

'

,

.

.

.で
起
る
べ
き
こ
i
を
.知
つ
■た
。
必
需
品
に
對
す
る
姐
稅
と.賃
銀

：
に

對

す
■る
租
税
と
の
..唯
'

1

の
差
異
は
、
.前
者
は
必
ず
必
需
品
の
價
格
騰 
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.
貴
が
こ
.れ
に
伴
ふ
け
れ
ど
も
、
後
箸
は
，然
ら
ず
と
い
ふ
こ
'と
、
，
是
で
.あ
..る0
故
に
實
銀
に
對
す
る
粗
稅
に
は
、
勞
働
傭
主
の
外
は
'
資
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何
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然
ら
ば
間
接
稅
は
ど
う
か
。
彼
れ
は
之
を
各
種
の
租
我
に
つ
い
て
述
べ
-て
ゐ
る
o
先
づ
貨
物
に
對
す
る
租
稅
は
、M
生
産
物
に
對
す 

る
祖
税
と
そ
れ
以
外
の
諸
货
物
に
對
す
る
租
税
と
に
分
け
ら
れ
る
、
リ
カ
ァ
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オ
は
斯
る
間
接
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が
一
般
に
消
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に
轉
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^
る
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潤
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し
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又
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潤
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潤
を
生
じ
で
ゐ
る
のk
、
少
額
の
利
濶
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。
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に
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れ
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爲
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は
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す
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決
し
.て
甚
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。
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產
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と
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税
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こ
の
.祖
稅
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她
の
總
收
獲•に
對
す
る
稅
で
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ド

オ

に
 

ょ

れ

ば
^
坐
產
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に
對
す
る
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税
と
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樣
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然
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の
負
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す
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す
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所
は
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そ
の
地
代
税
の
達
し
及
ば
ざ
る
土
地
に
影
響
し
、
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つ
後
者
が
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動
せ
し
め
ぬ
原
生
產
物
價
格
を
ば
騰
貴
せ
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む
る
と
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ろ
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す
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る
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1
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は
可
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な
る
貨
幣
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套
る
K
蘆

说

.

.

な
る
こ
と
で
あ
；る
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物
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止
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猶
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し
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少
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總
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總
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獲
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リ
ヵ
.ァ
.ド
，
オ

は

こ
0
.外
種
.々
.な
る
租 

併
し
今
五
^

ば
ぞ
の
詳
■
な
る
論
述
を
必
要
と
し
な
パ
？̂
だ
全
體
Ir
-
'
M 

じ
て
看
過
ず
-̂
こ
^
の
出
來
,̂
い
の
_は
.、
、

カ

-;
7
.ド
；
オ

の

祉

税

經

濟̂

 ̂

. 

つ

ぃ-て
^
冬

點

で

あ

；
る
.
。

:-
.

無
論
修
れ
め
租
税
經_
論
が
全
^
'̂
り

な

し
<?
:
.い
.ふ
の
.
.で
は
な
い
。
'̂
.
^

民

經

濟

と

.
の

關

聯

に

お

い

.

て
說
か
れ
た
こ
と
は
旣
に
何
等
の
異
論
も
な
い

o

'從
つ
て
租
稅
經
濟
と
，い
ふ
理.
於̂
リ
；.ヵ
ァ
ド
オU

ょ
つ
て
: 

は

じ

め

：
て

樹

泣

せ

，
ら

れ

た

^
と

は
/*
-
.曩

：
に.述

：
べ

た

通

り

：

.で
：
あ;る
0
:
'
彼
：仉
は
粗
税
を
經
濟
的
溥
實
と
し
て
取
扱
：ひ
、；
.そ
れ
が
國
民
經
濟
.に
， 

お
い
て
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
す•か
を
明
ら
か
に
七
た
。
こ
こ.に
財
政
龇
度
と
し
て.の
祖

稅

の

說

明

以

上

の

：
正

じ

ぃ

關

門

が

開

か

れ

.た

.:

租
税
經
鄉
0
理
念
ば
.財
政
自
取
主
_

0
も
ど
に
お
：い
て
は
國
.民
經
濟
を
阻
赉
す

る

形
態
で
說
か
れ
た
。
然
る
に
祖
税
經
濟
そ
の
も
の

• 

« 

• 

■ 
• • 

• 

- 

-
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. 

.
r

ノ
が
攻
策
主
體
の
線.：に
沿
，う
て.厕
尻
經
濟
東
介
.入
ず
る
過
,̂
は

、

：
財

政

甘

典

、
壬

義

か

.ら
社
會
政
策
の
强
化
を
必
要'<
?
:す
る

，
に

及

ん
.：で
、

.

一
 

っ
の
社
#'
的
.機
能
を
も
つ
に
茧
-っ
た
。
即
ち「

公
的
生
活
の
、社
會
的
樣
相I
は

租

議

濟

の

も
.つ
政
策
主
體
と
-b
て
.
國

民

經

濟

と

相

交

渉

'
.广
る
世
#
に
お
い
て
現
は
れ.た
0
:ヮ
グ
ナ
ア
の
社
會
政
策
的
財
政
學
は
ま
さ
に
斯
る
‘祖
税
經
濟
の
理
念
を
代
表
す
る
も
の
と
稱
さ
る
べ

.
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.じ
て
!7
グ
ナ
：ア
.に
お
け
る
財
政
學
の..特
微
は
財
政
學
の.根
據
：に
社
會
政
策
の
理
論
を
導
入
し
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
れ
は
社
-#
政
策
，

.を
遂
行
す
べ
.含
國
家
活
動
?:
:
要
求
し
た
0,
國
家
&
機
能
は
自
由
主
義
者
の
要
請
す
る
が
如
く>
個
人
の
人
格
を
保
障
し
、
生
命
財
產
の

安
固
を
⑵
か
る
こ
と
に
眼
定
さ
れ
X,
は
な
ら
ル
o
,彼
れ
：の
思
想
が「

自

蟲

家

」

よ
0'「

社
會
國
家」

ベ
の
展
開
と
看
做
さ
.れ
る
の
は
こ
の

•
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點
で
；あ
る
:0
さ

う

し

.

.
て

彼
一4

は
こ
の「

一
つ
り
新
し
き
社
會
的
時
代

」

の
裡
に
、
租
税
經
濟
を
‘社
會
政
策
的
租
我
理
^
に
よ
つ
て
賞
力
う

+
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.
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•
斯
ぐ
.て
狹』

ば
粗
税
經
濟
.を
社
會
改
良
の
た
め0
最
も
.强
カ
な
る
.武
器
と
し
て
\
個
人
主
義
社
會

正
を
.攝
[£
し
ょ
う
と
す
る
0
挺
つ
て
彼
れ
は
正
し
ぎ
私
勸
組_
を
次
<0
'
如

ぐ

ニ

つ

の

見

地

^.
一
 
は

純

財



租
税
級
濟
の
理
念* 

. 

、

'
ぃ

(

-v
\
,
-

政

的

品

の

達

の

浪

淑

で

あ

り

、
他

は

の

分

配
;:
,
'侗
ル
所
得
消
費
の
統
制-:
|
_般
|

#
配
を
公
疋
發
念
に
從
？
 

I

す
I

目
的
ど
す
る
I

I

響

政

策

的

目

的

の

た

氣
租
税
I

る
.
o彼
れ
は
こ
^
 ̂

—
「

財
、
 

政
上
|

義
よ
り
言
3

、
.
.霧
と

は

，
公
共
襲
の
事
務
施
設
に
對す
る 

一
f

報
償
と
し
て
、：

一
般
的
原
則
と
_

と
に
よ
り
、 

公
共
團
體
が
そ
の
財
政
上
の
必
要
を
充
た
す
た
め
に
* t

盡
に
基
い
で
強
制
的
に
傰
人
よ
り
徵
收
す
る
とこ
ろ
の
賦
課
物
で
あ
る0

、 

又
と
れ
を
社
會
政
策
的
意
顏
よ
り
赁
へ̂

I

と
は
、
財
政
上
の
必
要
裏
たす
と
同
時
に
、
.
若

し

く

は
I

上

办
必
要
の
有
無
に 

，打

ら

ず

國

民
F

.#
の
.分
配
並
に
國
民
財
產
の
分
配
を
規
し
、
ま
た
個
人
所
霊
に
'個
人
財
産
の
.消

費

集

する
の

.目
的

を

以

5
 ̂

.す
る
，と
こ.ろ
の
賦
課
物
で
あ

る

卜s

n
と

？ 

.
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,
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芦

、
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ヮ
ダ
ナ
ア
の
斯

る

液策

盡

に

沿
ふ

租
■
經
濟
論

は
I

處
々
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る

o: 
■刺
へ
ば
彼
れ
は
租
税
原
則
論；

中
、
第
一
一の 

國
民
經
濟
上
，の原
則
£

べ
|

こ
ろ
で
税

-'
«
の
問
題
を
說
き
、
と
.こ
で
粗
税
經
濟
の
純
財
政
的
見
地
.と
社

#-
政

策
的
見
地
|

分
け 

•

て
ゐ

る
。
,彼

れ
- 1
へ
ば
、
税
源
は
先
づ
國
民
經
濟
的
見
地
か
.ら
み
れ
ぼ
、
常

S
民
嘶
得
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
か
。
藍
し
若
し
も
税

， 

源
ヵ
國
民
財
產
に
お
か
れ
る
な
ら
.ば
、
常
に
國
民
資
本
.の
減
令
を
招
來
し
て
、
.遂
に
は
稅
源
.の
洞
渴
七
な
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
. 

社
會
藥
的
見
地
か
ら
言へ
ば
、
資
本
も
亦
所
故
I
.様
，I

f
さ
れ
て
よ
い
。
即
ち
社
#.
政
策
的
目
的
I

す

^

^

^

^

財 

產
、
.資
本
に
課
税
す
る
こ
と
は
.正
當
で
あ
る
！，
た
だ
財
產
課
.稅
は
財
產
の
_

、
財
產
の
目

的

、租
税(

財
産
.に
課
せ
ら
れ
た
る)

收

益. 

Q

使
用
目
.

a

に
肖
據
し
て
考
察
さ
れ
ホ
ば
な
ら
ぬ

：0
例
へ
ば
偶
然
に
よ
つ
て
得
ら
れ
た
る
財

產

、使

用

財

產

に

あ

ら

ざ

る

資

本

、
.
下

曆

■
篆
^
蠢̂
灌
讀
馨
^
^
;
曹
衾
崔
霉
參
養
囊
糞

f
I>
イkw 
-
各

民
の
利
猛
を
圖
り
"
そ
の
他
國
家
的
ま
た
は
經
濟
的
改
良
事
業
に
投
ぜ
ら
れ
る
課
税
败
益
に
つ
い
：て
は
，
社
會
政
策
的
見
地
か
ら
財
產 

課
税
が
要
求
せ
：ら
れ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
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ま
た
彼
れ
は
公
芷
の
諸
原
則
を
說
く
と
こ
ろ.で
、
：社
會
政
策
的
目
的
を
述
べ
る
。
：彼
れ
に
ょ
る
と
*純
財
政
的
•個
人
主S
的
見
地
.か

..

.
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ら
言
べ
ば
\
課
.税
&
.
1般
性
と
い
ふ
こ
と
は
、
所
得
の
大
小
、'不
勞
所
得
、
勤
勞'所
得
を
問
は
ず
、
各
人-一
.般
に
租
税
義
務
を
負
は
，せ

-■- 

. 

'

-

'
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■

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
生
活
最
少
費
の
免
税
とい
ふ
こ
と
は
あ
り
.得
な
.い
9
.同
時
に
、：.課
税
の
平
等
性
は
所
得.に
對#

る
：嚴
密
' 

f

比
例
配
f

意
味
す
る
1

.

1つ
て
、
巢

籠

f

無
根
據
|

、

併
し
I

、
社
會
政
策
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
以I
 

如
き
課
税
のT

般
性
•平
等
性
は
當
然
修
正
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
社
#
政
策
的1

般
性
か
ら
言
へ
ば
，
小
所
得
•勞
働
所
得
の
租

-

 

.
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税
ょ
り
の
開
放
_、
度
活
最
少
費
の
免
税
等
の
社
會
的
要
求.が
充
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
卒
等
性
も*.
比
例
配
分
で
は
な
く
て
.累
進
配 

分
を
意
味
し
い
轉
だ
不
勞
所
得
に
對
す
る
：重
課
が
要
求
せ
ら
れ
る
と
い
：衣

独
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'
社
會
政
策
を
含
む
!7
-
-グ
ナ
.ァ
の
租
税
經
濟
の
：理
念
に
つ
い
て
、
，
吾
々
は
如
.何
な
る
理
解
を
も
つ
べ
き
で
ぁ
る
か
。
旣
に
社
會
政
策
的

ゾ
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財
政
學
に
づ5

て
ほ
、
様
々
の
»

が̂
な
さ
れ
た
。
#
し
今
菩
々
..は
そ
の
.批
判
に
立
人
：る
必
耍
を
み
な.い
。
た
だ
ヮ
グ
ナ
ァ
の
說く
が
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如
く
、
社
會
政
策
的
目
的
に
從
つ

V
" 

•
:
そ
れ
の
み
..に
上
.つ〈

て
祖
规
經
濟
0
成
宂
す
る
こ
と
は
現
實
に
合
は
な
：い
。
即
%
國
家
需
要
を
み 

た
す
I

も
I

賴
I

I

政
f

耍

名

ら
f

さ
れ
1

と
®
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:

ノ
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經
濟
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ソ
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税

經
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理

念
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を
税
微
收
す
る
場
合
に"
社
會
政
策
的
目
的
を
之
に
加
味
せ
し
め
る
の
で’あ
る
。
故
に
社
會
政
策
的
租
稅
は
常
に
國
民
經
濟
の
關
聯
す 

る
租
税
經
濟
の
裡
に
お
い-て
成
立
し
得
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
租
税
經
濟
は
社
會
政
策
的
性
格
を
帶
び
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら 

な
ぃ
。
 

.

彳
ザ
ル
ト
ン
は
そ
の「
財
政
擧
原
理
J
CO
中
で
ヮ
グ
ナ
ア
0
財
政
學
に
っ
き
次
0
如
.く
述
べ
.
.て
ゐ
る
0
,-「

ヮ

グ

ナ

ナ

•
は

祖

税

を

以

て

听

得
の
不
平
等
狀
態
を
緩
和
す
る
た
め
の
手
段
た
ち
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
生
張
せ
る
最
初
の
人
と
し
て
賞
諧
せ
ら
る
べ
き
人
で
あ
る
。 

彼
-れ
の
所
謂
財
政
.上
，の
社
舍
政
策
的
見
解
は
、
他
の
或
識
者
に
よ
っ
て
反
對
せ
ら
れ
て
；

Q

る
け
れ
ど
も
、
論
理
的
に
は
识
當
で
あ
り
、 

現
代
に
於
.て
は
そ
の
實
際
上
に
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
が
益
々
多
く
な
り
つ
X
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
分
配
狀
態
の
不
平
等
を
緩
和
す
る 

こ
と
は
、
甯
の
决
產
を
增
進
す
る
こ
と
と
同
様
に
望
ま
し
い
こ
；

AJ

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
經
濟
的
見
地
よ
り
す
れ
ば.
1想
的
分
配
と 

は
、
.

，.1

定
澉
の
坐
產
をし
て

最
大
の
經
濟
的
福i t

.

を
潇
ら
さ
じ
め
，る
所
の
も
：の.で
あ
.る
0
,故
に
こ
.の
..理
想
は
絕
對
的
0
平
等
分
配
で
は 

な
く
、
欲
求
に
應
ず
る
分
配
で
あ
る
。
併
し
现
代
の
殆
ど
す
ベ
て
の
社
命
に
見
る
が
如
く
、
所
得
の
分
配
が
極
め
て
不
平
等
で
あ
る
狀 

態
に
直
间
し
て
は
、
實
際
的
に
は
、
こ
の
不
平
等
狀
態
を
少
し
で
も
緩
和
せ
し
む
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
こ
の
理
想
的
分
配
に
近
'
く
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こ
と
が
出
來
各
と
渴
へ
て
好
い

」
(

蝕
一)

と
。
グ
ル
，ト
シ
に
よ
っ
て
斯
く
の
如
く
採
り
容
れ
ら
れ
た
社
#
政
策
的
租
税
經
浒
の
理
念
は 

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
租
税
經
濟
そ
の
も
の
の
國
民
經
濟
的
諸
作
用
の

_

1,
環
と
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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然
る
に
粗
税
經
濟
の
理
念
は
、
經
濟
の
安
宛
と
發
股
と
に
對
し
て
如
何
な
る
作
用
を
及
衩
す
か
と
い
ふ
問
題
に
お
い
て
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新
た
な
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態
を
も
つ
た
。
そ
の
最
初
の
手
掛
o
と
な
る
も
の
は
、！
租
稅
經
濟
と
均
衡
論
と
の
交
渉
で
あ
る
。

個
々
の
.租
稅
が
經
濟
主
體
に
如
何
に
配
分
さ
れ
、
ま
た
如
何
に
影
響
す
る
か
に
っ
い
て
は
、
旣
に
多
く
の
數
理
經
濟
學
漭
に
ょ
っ
て 

嚴
密
な
る
考
察
を
經.て
.ゐ
る
.
0併
し
粗
税
を1

_
安
定
均
衡
の
具
體
的
な■

原
因
と
.し
て
論
t
た
者
は
シ
.ュ：.ム

ベ
. I

タ
丨
で
あ
ら
ぅ
。

シ
チ
ム
ぺ
ー
タ
ー
の
理
論
體
系
の
中
に
お
い
て
は
、
租
税
間
題
の
'古
む
る
地
位
は
決
し
て
大
き
い
も
の
で
は
な
；い
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れ
に
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ら
.ず
、
が
れ
の「

本
質」

の
第
四
部
の
ぅ
ち
、.變
化
換
0'
兹
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
租
稅
と
そ
の
國
揭
經
濟
上.に
お

け

る

影

響

の

.
問

題
 

祖
税
と
_

&

關̂
聯
と
し
て
看
過
す
^:
こ
.と
0
敗
來
な
い
理
論
的
硏
究
で
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。
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と.し
て
登
場
す
‘る
？
抑

.

.

.

.

.

. 

1/».. 

. 

.

.

.

. 

* 

•
•
•
•
•
•
-
•
• 

.

.

.

.

.

.

.

で
あ
る
が
？
：彼
れ
は
次
の
如
く
說
ー
い

V

ぬ
る
o
:.
;
:へ

"

一..
，

 

.
 

.

.

.

. 

-
 

ノ

-
 

[r 
.
 

.
 

.

.

.

.

. 

.
 

'
 

.
 

.
 

.

>

»
 

.
 

.
 

,

1

1

^

1

1

1

1

性
.が
'理
解
を
ft
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何
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一
ヽ

も

こ

〕

運
励
法
則
が
現
實
と1
'致
す
る
か
否
か
に
ょ
つ
て
锨
證
せ
ら
れ
檢
證
せ
ら
れ
ね
ば
克
ら
な
い
。
©
々
の
認
識
し
た
.き
ろ

に

ょ

れ

ば

、

.
1
:こ
の
運
動
法
則
は
部
分
的.に

は

吾

；
々
：
自

ら

？

_
成

丄

；
湛

裝

の
'歸
歡
に
外
外
な
ら
ネ¥

^

■'
.

.

遽
で
あ
ガ
ま
た
圖
式
汸
あ
る
。
と
：の
：圖
式
を
_
成
す
.る
の
は
そ
れ
が
現
實0
現
.象
を
賢
際
上
取
現
す
る
で
扣
ら
ヶ
と
の
明
待
に
戡
く
0 

で
あ
名O

A
J

の
場
合
に
故
運
動
^
則
.の
全
意
_
全
意
味
は
'^
に
そ
れ
が
^'
^
素
の
相
^

_變
*

に
關
し
て
歸
結
と
し
て
生
み
出
す
双
則 

:

の
ぅ
ち
.に
在
す
る
の
：で
あ
り
、.運
動
教
則
が
構
成
せ
ら
れ
た.の
仗
尊
.ら
さ
.<D
'

^

こ
の
狀
態
を
招
來
す
る
傾
向
亦
如
何
に
-1
.て
作
用
す
.2>
か
が
願
み
ら
れ
.な

，い

場

合

に
-«
、
：
.
吾
0々
體

系
.を

党

全

'に

趣

解

す

る

こ

と
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不
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'
の
理
.論
體
系
の
中
に
お
い'て
は

？
本

文.に
說

明

ず

る

酿

り

、

'

®

し
：'て取

扱
：：！

て

ゐ

る

た.

'
，

，̂
.

「

本
質」

以

後

の

赞

作

に

も

論

ぜ

ら

れ

る

と

こ
一
、
般

と.し
て
、一

九

ニ

八

年

に

■
■
租

税

國

家

の
：危
機」

(Die 

-
V 

w:-
l
.
a
e
s
洛
！

|

;5
,を
說
.い
た
こ
と
.が
:-
&

^
併
ル
こ
の
廣
作
は
ゴ
ー
ル
ド.：シ
ャ
ィ
ド
の
財
政
社
會
學
に
因
み
て-.

戰
後
の
財
政
危
機ii 

;''
^
す
る
.ー
つ
の
提
;̂
を
示
し
.允
も
の
に
過
ぎ
ず
、
彼
れ
の
理
論
髖
漱
と
は
酿̂に
何
#
'の
_
睬
も
な
い
0
.
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仲
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セ
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質
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界
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ヨ
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.
さ

て

こ

.
；

の
.場
合
變
化
の
問
題
と
篇
か0
彼
れ
杧
ょ
る
と
、.
<衝
の
；場
合
に
.は
、
體
系
.の
課
要
素
は
悉
く
.
.一
 

_
的
：に
規
定
さ
れ
るo 

, 

:
今
_

中
の
1
'
1量
だ
±
^

大
又
は
縮
減
し
、
さ

ぅ

し

て

何

が

生

超

す

る

か

を

襲

す

る
0
,

〈

こ
の
場
合
殘
餘
ー
切
—

雲
も

變

化

. 

'
す
る
P
.斯

る

諸

變

化

：
の

觀

察

は

ま

さ

に

菩

K

の
追
求
す
る
諸
運
動
法
則-5
:
.獸
へ
:̂
.:
6

6の
諸
變
化
は
均
衡
破
徵
に
對
す
る
反
.
_
と
し
て.

生

じ

、

先

行

.
の

狀

態

と

等

し

く

 I

義
的
に
規
定
さ
れ
た
一
つ
の
新
询
衡
狀
態
を
掊
來
す
る
o
'そ
こ
•で
吾
々
诚
新
均
衡
狀
態
を
發
見
し
、
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之
を
先
行
狀
態
と
此
較
し
な
け
れ.ぱ
な
ら」

ぬ
。
.然
る
後
其
處
か
ら
吾
々
の
成
果
が
坐
れ
る
の
で
あ
る
。
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.と
こ
ろ
■で
.シ
.

ユ
ム
ベ
'丨

'
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ーは
！！：

擧

的

見

地

に

立

つ

.て
、
極
く
少
量
0
.變
化
を
問
題
と
し
：て
ゐ
る0.
無
論
彼
れ
は
こ
の
問
題
を
價
格

の
諸
變
fb
と
し
て
考
察
す
る
0
そ
れ
が
如
何
な
る
形
態
を
と
る
か
城•
供
給
旅
に
薷
要
曲
線
、
ょ
り
芷
確
に
言
へ
、
ば
、
彼
れ
が
價
格
說

.明
0
據
り
昕
と
..し
た
ー
一
つ
の
需
要
曲
線
の
形
態
如
何.に
存
す
る
。
，從
つ
て
こ
の
場
合
、
，諸
價
値
函
數
の
同

1.

性
維
持
が
必
要
で
.あ
る
。
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_
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.

廣
値
函
數
が
不
變
で
，
.あ
る
た
め
に
ば
、
諸
數
量
は
多
量
に
變
じ
て
は
な
ち
な
い
。
，.若
し
多
量
の
：'變
北
が
あ
れ
ば
-
經
濟
全
體
の
運
行
が
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變

华
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I
現
は
れ
.る
.か
、
、又
は
多
く
のI

f

ぅ
タ
さ
ぅ
し
て
こ
0
,こ
と
は
ま
た
殘
餘
”
切
の
.價

値

函

數

，
に

影

響

を

及

.ぼ
ず
で
あ
ら
ぅ
。
諸
々
の
價
値
函
數
が
變
化
す
れ
ば
、

一,

つ
の
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'必
要
决
く
べ
.か
ら
.ざ
る
與
件
が
失
一
は
れ
る
。
さ
ぅ
す.る
と
，
何
等
精
密
な
立
言
を
な'し
得
な
い
。
斯
く
て
彼
れ
は
巨
大
な'.る
諸
變
化
"
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大
.な
る
發
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を
問
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と
す
.る
こ
と
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.小
變
化
を
通
^
て
.，親
は
れ
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
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.諸
變
化
の
一
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的
規
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の
か
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層
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石
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却
さ
れ
た
商
沿
に
お
い
て
毫
も
失
ふ
、
と
こ̂
は
な
い
。
否
、
多
數
人
の
所
得
減
少
の
結
果
期
待
さ
る
べ
き
貨
幣
價
値
の
上
抖
ょ
り
决
ず 

、
る

谛

撋

か

問

復

去

さ

へ
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し
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漭
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額
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展
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れ
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あ
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さ
れ
.;̂
諸
變
化
が
小
な
.る
卷
の
に
限
ら
れ̂

ば
欢
ら
ぬ
所
以
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濟
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